
 

 

部活動外部人材の活用状況について 

 

１．現状 

本区の学校部活動改革については、教員の負担軽減を図るとともに、生徒が継続してス

ポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保するため、部活動指導員等の外部人材の活用を

中心に進めている。令和８年度からは、これまで全校で３名であった部活動指導員の全校配

置や更なる部外部指導者の増員に向けた取組みを行っている。 

 

２．配置状況 

 【令和８年７月３１日時点】 

 部活動指導員※１ 外部指導者※２ 

駒込中 １ ９ 

西巣鴨中 ０ ９ 

西池袋中 １ １７ 

千川中 １ １０ 

千登世橋中 ０ １６ 

巣鴨北中 １ ７ 

池袋中 ０ ６ 

明豊中 １ １５ 

合計 ５ ８９ 

 

主に配属されている部活動 

  吹奏楽部（29 名）、バスケットボール（1６名）、サッカー（14 名）、バドミントン（8 名） 

 

 

（参考）外部人材の推移（延べ人数） 

種類 R5 R6 R7 R8※ 

部活動指導員 ２ ２ ３ ５ 

外部指導者 ４６ ６１ ９7 ８９ 

合 計 48 63 100 94 

※令和８年７月３１日時点 

 

 

 

単位（人） 

（※１）単独で部活動顧問となれる学校職員 

（※２）顧問を補佐する有償ボランティア 

報 告 事 項 第 ４ 号 

第８回教育委員会定例会 

8.8.25 学校支援担当課 



３．令和８年度の取組み 

 （１）外部人材の募集 

   ・これまで、校長推薦で人材を募集していたが、令和８年７月より公募を開始 

・令和 8 年度より全校化したコミュニティ・スクールと連携した人材募集の実施 

 

（２）外部人材研修の実施 

  ・部活動指導員、外部指導者を対象にハラスメントや熱中症対策に関する研修を実施 

・今後も外部人材の育成を目的とした研修を定期的に実施予定 

 

（３）としま地域クラブの運営 

  ・部活動にない種目で、子ども達から人気が高いものを企業や大学と連携しながら実施 

   実施種目：ダンス部、プログラミング部、音楽部（予定） 

 

 （４）一般財団法人ピースコミュニケーション財団との連携 

   ・トップアスリートによる部活動指導を実施予定 

    期間：令和８年９月～令和９年３月 

会場：池袋中学校 

    種目：サッカー、バレー、バドミントン、美術 

 

４．今後について 

 ・部活動指導員や外部指導者の更なる増員に向けた検討 

 ・地域団体等との連携推進 

 ・国が目標として掲げている、休日部活動の地域クラブ化（令和１３年度目標）について、部活

動地域連携推進協議会の中で検討 

 

 

〇参考資料 「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」の概要 

         出典：文部科学省 




